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対象：PT・OT・ST・NS・その他セミナー内容

車椅子は「運ぶだけの道具」ではない。それがシーティングの本質。

車椅子は近年、構造的にも、機能的にも、そして、車椅子が担う役割も、「患者を運ぶ道具」の時代から大きな進化を遂げてい
ます。しかし、この「車椅子の進化」に全ての療法士が追いつけている訳ではありません。
車椅子には素早く安全に患者様を目的地に運ぶ役割がもちろんあります。しかしそれだけではありません。

時にゆりかごのように安楽を提供する癒しの道具になり、時に安心や安全を提供する守りの道具になり、そして、時に患者の持
つ潜在能力を最大限に引き出す攻めの道具にもなる。
患者のBestを引き出す車椅子の使い方・考え方。それがシーティングの本質です。

例えば、呼吸や循環とシーティングは大いにリンクする。

呼吸や循環は、姿勢や身体の角度により大きく変動します。この特徴を理解することで、シーティングは、例えば急性期の離

床場面で、例えば人工呼吸器で長期療養されている在宅患者の治療場面で、呼吸循環機能を維持・改善する効果を発揮しま

す。具体的には、無気肺を予防改善し、排痰を促し、起立性低血圧を最小限に食い止めます。

例えば、嚥下訓練の場面でシーティングは欠かせない能力。

最も直接的に患者のQOLとシーティングがリンクする場面の一つが「食事」です。
患者の食べる能力を最大限引き出すシーティング。シーティングがSTの能力を最大限に引き出すと言い換えることもできます。

そして、患者の運動機能を最大限引き上げる。
シーティングには、患者の覚醒レベルを引き上げ、健側の機能を維持し、患側の障害を改善させる効果、また、離床による耐久
性の向上や褥瘡の改善など直接的な機能改善効果があります。シーティング概念が車椅子を攻めの道具に進化させます。

昔の知識で仕事をしていないか。
ポジショニングは療法士養成校で最初に教わる伝統的なリハビリテーション技術です。また、車椅子は療法士が使用する最も
古典的な道具と言えます。しかし実際にはこの分野のアップデートはかなり急速、多岐広大。むしろベテラン療法士の方が知識

の更新に無頓着です。今や医療安全の要である褥瘡対策において、シーティング能力のアップデートはリハビリテーションの領
域を越えて組織全体の課題です。

ナレッジリンクHP

今回のシーティングセミナーでは、その基礎として「姿勢がもたらすもの」についてお話しします。具体的には、心身機能や姿勢・活動に及
ぼす影響として疲労や褥瘡、嚥下、呼吸への影響などが挙げられます。そのメカニズムを知り、そして車椅子を使った具体的な対策や改善
方法を考える力を養います。可能な限り体験・体感する時間を提供致します。

○シーティング実演
 ・少しの工夫でこんなに変わる車いす
 ・エキスパートはどこを見ているのか
 ・姿勢の変化をみんなで感じよう！
○その他、質疑応答

○実は知らない車いすの構造を理解する。
○姿勢を評価する〜姿勢の良し悪しってなんなのか〜
○シーティングの理論と実際〜シーティングがゴールではない〜
○シーティングの効果を理解する〜姿勢を整えると何が起きるのか〜
○ケース紹介シーティング前後の比較

https://www.knowledgelinkreha.com

検索ナレッジリンク

お申し込みは Webサイト で賜ります

PT・OT・ST向けセミナーのご案内

エングストロームコンセプト認定インストラクターが教える

日 時 2024年10月13日（日） 10:00〜16:00（9:30受付開始）

受講料 13,000 円 （3名以上でお申込みの場合は11,000円/人）

ウィリング横浜 12階123号室 横浜市港南区上大岡西1-6-1

ウィリング横浜


